
事 項｜ 青森県における農耕地土壌の化学性及び管理の実態

農耕地土壌の生産力を維持向上させるためには、土壌の現状と変化を把握したうえで適

切な土壌管理を行うことが必要である。そのため、県内に設置した定点の土壌理化学性と

ね ら し， 1土壌管理について、昭和54年から 5年を 1巡として調査を行っている。

今回、平成16年から 6巡目の調査を行った結果、本県における農耕地土壌の実態が明ら

かとなったので、土づくりを行う際の基礎資料として、参考に供する。

指

導

参

考

内

容

1 作土の化学性の変化（5巡目との比較）と現状

(1) pHと交換性塩基

水田のpHは、県南地域では上昇しほぼ目標値を満たしているが、津軽地域では低下

し目標値を下回っている圃場が多い。

普通畑では石灰と苦土飽和度が上昇傾向にあるが、依然として不足している圃場が

多い。樹園地では苦土とカリ飽和度が低下しており、石灰は不足している圃場が多い。

さらに、両地目では苦土カリ比が低く、塩基バランスが悪い圃場が多くみられる。

施設では塩基飽和度が上昇し、特に石灰が過剰となっている圃場が多い。

(2）有効態りん酸

畑地で増加し、特に施設では含量が多く 8割以上の圃場が過剰な状態である。

(3）土壌有機物

水田全体では減少傾向にあるが、稲わらを鋤き込んでいる圃場では維持されている。

畑地では、炭素含有率は普通畑と樹園地で上昇傾向にある。可給態窒素含量は樹園

地では増加傾向にあるが、他の地目では減少傾向が認められる。

2 土壌管理の実態

(1）土づくり肥料の施用

施設では多くの農家が石灰を施用していた。樹園地では施用している農家が少なく、

石灰は3割、苦土は2割程度しか施用されていなかった。石灰と苦土の施用量は、普

通畑と施設で多く、津軽地域の水田と樹園地で、は少なかった。

(2）有機物の施用

水田では6割の農家が施用 し、 ほとんどが稲わらの鋤込みであった。

施設では9割程度、普通畑では家畜ふん堆肥を中心に 7害lj程度の農家が施用し、施

用量も多かったが、樹園地では施用している農家が少なかった。

土づくりを行う際の基礎資料として活用され、土壌の生産性の維持向上や環境に対する

期待 自れる効果｜負荷の軽減を基本とした持続的農業の推進が図られる。

1 施肥や土づくり肥料の施用は、閏場ごとに土壌診断結果に基づいて行う。

棚上の注意事項12 有機物を施用する場合は、施用量に応じて減肥する。
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【根拠となった主要な試験結果】

表1 調査の概要
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図1 土壌pHの変化

（平成20年青森農林総研）
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図3 石灰飽和度の変化

（平成20年青森農林総研）
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図5 苦土飽和度の変化

（平成20年青森農林総研）
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図2 土壌pHの目標値到達状況（6巡回）
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図4 石灰飽和度の目標値到達状況（6巡回）
（平成20年青森農林総研）
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図6 苦土飽和度の目標値到達状況（6巡回）
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図7 力リ飽和度の変化
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図9 苦土力リ比の変化

（平成20年青森農林総研）
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図11 有効態りん酸の変化

（平成20年青森農林総研）
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図13 土壌炭素の変化

（平成20年青森農林総研）
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図8 力リ飽和度の目標値到達状況（6巡回）

（平成20年青森農林総研）
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図15 土づくり肥料による各成分の施用割合
（平成20年青森農林総研）
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図16 有機物の施用割合
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表2 水田における稲わら鋤込みが土壌有機物に及ぼす影響
｜ ｜ ｜ 土壌炭素含有率 ｜ 土壌五茶’己
｜稲わら｜ 施肥｜ ｜ 

有機物の ｜ ｜ ｜ （%） ｜ （%） 
｜鋤込み量｜窒素量 l I 

施用 I (kg/lOa) I (kg/lOa)l s巡目｜ 6巡回 Is巡回
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